
 
 
 
 
🚑 応急手当指導の目的について（    ）内に記入してください。 

  １ 応急手当指導の最大の目的は、（                   ）を 

育成すること。 

そのためには、人々に応急手当の（     ）を訴え、（    ）を持たせるこ

とで、応急手当への（    ）と（    ）を啓発する。 

救命に対する（       ）と（    ）の習得により、（      ）にお

ける（    ）を認識させ、応急救護への（     ）をより深める必要がある。 

 
 
🚑 指導者の条件と心構えについて（    ）内に記入してください。 

１ 応急手当の正しい（    ）と（    ）を備えておくこと。  

 ２ 指導者自身が常に学び続け、（     ）を持つこと。 

 ３ （    ）とした態度で、（    ）を持って対応すること。 

 ４ 常に（       ）に立って考え、指導すること。 

 ５ 常に（      ）を行い、反省し改善に努めること。 

 
 
🚑 応急手当指導の手順【事前準備】について（    ）内に記入してくだ

さい。 

 １ （      ）の確保 

   会場の広さ、使用時間、マイク等の設備は整っているかなど・・・ 

 ２ （         ）の作成 

   指導員数は適切か、指導の主眼、時間配分、教材や資器材等・・・ 

 ３ （     ）の準備 

   受講者数に対して適切な資器材数を準備すること・・・ 
 
🚑 応急手当指導の手順【実技指導の際の注意点】について（    ）内に

記入してください。 

 １ 受講者が実施した行為について（         ）を行う。 

 ２ （     ）を指摘し改善を促すことも重要だが、指摘ばかりでは

（           ）につながりかねない。 

 ３ （      ）を見つけ、（         ）することに努め、受講者を前向



きな気持ちにさせることが大切である。 

 ４ （              ）と（              ）をうまく取

り入れながら指導することを意識する 

 
 
🚑 応急手当普及員が行う講習での質問への回答【注意点】について（    ）

内に記入してください。 

 １ 質問があった際は、（         ）や（    ）を述べないようにする。 

 ２ 不明確なことは、（    ）を避ける。 

 ３ 回答は、個人に対して行うのではなく、（           ）に行う。 

 


